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人
は
み
な
、自
分
や
家
族
の
暮
ら
し
を
豊
か
な
も
の
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
が
進
む
に
つ
れ
て
、

そ
の
中
で
の
関
心
ご
と
や
自
分
の
夢
。家
族
の
夢
・よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
た
生
涯
学
習
の
大

切
さ
が
今
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー
プ
の
さ
ま
ざ
な
活
動
へ
の
参
加
は
、
そ
の
き
っ
か
け
の
ら
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
「も
っ
と
深
く
、さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
を
学
び
た
い
」
と
で
つ
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、専
門
的
な
学
び

の
場
を
提
供
し
、
組
合
員
が
学
習
を
通
し
て
自
ら
を
高
め
よ
う
と
す
る
こ
と
を
応
援
す
る
た
め
、
山
口
県
立
大
学
と

提
携
し
た
生
涯
学
習
講
座
を
開
設
し
ま
す
。
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膵
≪
聯
暉
い
≪
鍮
鼈
骰

コ
ー
プ
や
ま
ぐ
ち
で
は
、自
主
的
に
学
ぶ
人
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
組
合
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
コ
ー
プ
委
員
会
の
活
動
（Ｐ４
参
照
）

や
、自
分
の
関
心
ご
と
で
学
習
・活
動
す
る
テ
ー
マ
グ
ル
ー
プ
（Ｐ５
参

照
）を
作
っ
た
り
、さ
ら
に
同
じ
活
動
分
野
の
不
ッ
ト
で
学
び
な
が
ら

地
域
に
輪
を
広
げ
る
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
主
的
に

学
び
合

つヽ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、２
０
０
６
年
度
に
は
、も
つ
と

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
、行
政
や
報
道
各
社
の
後
援
を

得
て
、
コ
ヽヽ
ュヽ
ニ
テ
ィ
活
動
や
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア
活
動
、民
間
非
営
利
団
体

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
の
活
動
に
取
り
組
む
女
性
を
中
心
と
し
た
団
体
を
表

彰
し
て
応
援
す
る
「コ
ー
プ
や
ま
ぐ
ち
女
性
い
き
い
き
大
賞
」
を
創

設
。
」ゝれ
ま
で
３
回
の
表
彰
。応
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一方
、山
口
県
立
大
学
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
の
大
き
な
役
割
の

ら
と
し
て
、
「地
域
へ
の
貢
献
」
と
い
つ
ア
ー
マ
を
掲
げ
、
「附
属
地
域

共
生
セ
ン
タ
ー
」
で
地
域
と
の
双
方
向
の
学
び
合
い
を
３
つ
の
部
門
で

推
進
し
て
い
ま
す
。
産
業
界
と
大
学
と
行
政
が
一緒
に
な
っ
て
、さ
ま

ざ
ま
な
社
会
的
課
題
を
研
究
す
る
「産
学
公
連
携
推
進
部
門
」
。

少
子
高
齢
化
の
流
れ
の
中
で
、社
会
的
状
況
の
変
化
を
調
査
。研
究

し
、何
が
課
題
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
広
報
し
て
い
く
「高
齢
部

門
」
。
そ
し
て
、県
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
要
求
に
応
え
て
、公
開
講

座
や
公
開
授
業
な
ど
を
コ
ー
デ
ィ
不
―
卜
し
て
い
る
「生
涯
学
習
部

門
」
。
こ
の
「生
涯
学
習
部
門
」
が
連
携
窓
口
と
な
り
ま
す
。

魃 2010年 1月 26日 (火)13:00～ 15:00

趾瑕舅》山口県立大学本部キヤンパス(山口市桜畠3‐ 2‐ 1)

琥ン蝙譲 50名 餞財碕酵 山口県立大学学長
江里健輔氏

麒     
「上手な医者との付き合い方」

′の中で切り離せないお医者

」き合い。家族や自分自身が

5際の付き合い方や、病院・病

やい方について、楽しくわかり

ます。 江里健輔氏  (※ ]回 目|よ 開請式を含みます。)

キーワードを「私らしく生きる」としました。家庭 |

や、職場で生き生きと輝いている人がたくさん増 |
えれば、地域社会はもつと楽しく、元気になると思 |
います。この講座で「私らしい」「あなたらしい」生 |

|きかたを見つけていただきたいですね。講座内 |

1容は、暮らし全般、子育て、介護、健康等を考えて |
|います。また県立大学からもメニュー提案いただ |

|きながら、内容を深めていく予定です。09年度 |

|は山口市と宇都市の2地域の開催ですが、10年 |
1度には開催地域を増やしていきたいと思つてい |
:ます。是非多くの方に参加いただきたいですね。 |

山口県立大学の江里健輔学長と、
コープやまぐちの中山光江組織管掌常任理事も

輔 隋 諄 :8:8鶴 ∬ 野 高 繹 細

魃 50名 甍瓢屁薇≫ 山口県立大学国際文化学部教授 岩野雅子氏 (予定)

莉     

「女性と地域活動～社会とつながリステップアップ～」(予定 )

同日午後からの「第4回女性いきいき大賞表彰式」にあわせて、受賞者や表彰式の
参加者にむけたボランティアについての講座となります。(よつて、第2回は一般か
らの参加は可能ですが、人数限定での抽選となりますこと、こ了承ください。)

釉 2010年 3月 10日 (水)10:30～ 12:00

莉 COCOLAND山 口・宇書『 (宇部市上宇部75)

礼肘痺摯 50名 熙颯頸蔵 山口県立大学 看護栄養学部准教授 木戸久美子氏

莉     

「女性を病気から守る体の仕組み」

お母さんが体調を崩すと、家庭が大変なことに1?子育てに忙しい30～40代の女性が自身の健康を大切にするため
の学習を行います。

獨 2010年3月 10日 (水 )13:30～ 15:00

%隧駈,COCOLAND山 口・宇書5(宇部市上宇部75)

薇辟炸D50名 颯辟尚聯 山口県立大学 者護栄養学部教授 員竹昭宏氏

貪糠鱚顧匡》
「心身のリフレッシュは、適切な運動から～自分に合つた運動にしよう～」

運動したほうがいいのはわかつているけれど、なかなか動けない…。そんな人のために、体を動かしながら、健康づ
くりの学習を行い、身も心もリフレッシュ!

(※ 第3回 4回は同日同じ会場となりますが、両方のお申し込みも片方のお申し込みでもOKです。)

|:1.II111111111

1※「4詳

| お申

|※ なお

講座通しでのお申し込み」または「希望講座のみのお申し込み」で受け付けます。
お申し込みは1月 16日 (土)まで。(定員を超す場合は抽選とさせていただき、結果は全員にお知らせします。)

なお、2010年度(4月 以降)は、10講座程度を予定しています。

第1回講座
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